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松﨑友哉  

「Sediment / 沈殿」 

会期：2025 年 6 ⽉ 5 ⽇(⽊) - 7 ⽉ 12 ⽇(⼟) 

 

松﨑友哉（1977 年福岡⽣まれ、ロンドン在住）は、⽔性アクリル樹脂を⽤いた⽀持体に絵画を制作するペインターで

す。抑制された⾊彩で描かれた抽象的な図柄と、⽯のような⾵合いを帯びた厚みのある画⾯を特徴とし、絵画と彫刻

のあわいを⾏き来する独⾃の実践を追求してきました。およそ三⼗年に及ぶロンドンでの滞在を経る中で、松﨑は外

国⼈居住者としての視点を通じて、⾃⾝を取り巻く環境についてのより繊細な意識を持つようになったといいます。

本展では松﨑が数年前から実施している野草採取や⾷のワークショップ、また、ロンドンを流れるテムズ川の⼲潮時

（海と同様⽔の満ち引きがあり、⼲潮時の⽔位は最⼤で 7ｍほど低い ※松﨑友哉「野草を摘む#4」より）にて歴史的

遺物を拾い集める”マッドラーキング（泥ひばり）”に伴う⾵景を巡る考察に根差し、⼤いに発展を遂げた近年の絵画を

発表します。 

  

「Riverbank」（2025 年）と題された⻘を基調とする⼤画⾯には、線や丸などの⽩い図柄が描かれているのが⾒えます。

「桟（さん）」と作家⾃⾝が呼ぶ画⾯から突き出した台のような部分には、⾝の回りで⾒つかるファウンドオブジェや、

テムズ川河岸のマッドラーキングで発掘したもの − 歴史的遺物ではあるもののロンドンではありふれたクレイパ

イプなど − が⼀定の間隔で並んでいます。⼀般の⼈々から愛好家までが気軽に携わることの出来るマッドラーキ

ング（現在では遺物の収拾は許可制となっている）では、テムズ川の川べりを歩き、時に何百年も前の過去の遺物が泥

の中から顔を出す⾵景に出くわすといいます。「桟」に並ぶオブジェを、海岸で拾い集めた⾙殻を窓辺に置くような仕

草にも連ね、ものを拾う⾏為は⾃分という存在を通して「場」とつながるジェスチュアであるとする松﨑の考察は、実

存的な性質を帯びた絵画的実践としての発展を遂げています。鑑賞者を奥へと引き込み、⾊や線、形の観察へと導く

平⾯表現と、オブジェの物理的存在感が代弁する物質としての絵画への眼差しを同時に喚起する松﨑の取り組みは、

絵画を絵画として成り⽴たせる諸要素についての思索を促し、あるいは絵画とは何かという⾃⼰⾔及性に満ちた問い

かけをも浮かび上がらせます。 

⾷⽂化に対する探求もまた作家に影響を与えたもうひとつの重要な要素です。イギリスのウェールズ地⽅と有明海の

のりの養殖についての逸話に⽬を向ける作家は、イギリスと⽇本の気候⾵⼟、あるいは⾷に対する感性の違いやその

歴史的背景への洞察とともに、⾝の回りで⾒つかる野草を採取し、⾷事を作り、抽出した絵具を⽤いたドローイング

制作を含むワークショップの開催をはじめ、エコシステムや循環の意識に根差した活動を続けています。 

  

松﨑は、ロンドンで暮らす⼀⼈の⽇本⼈としての視点、そして松﨑友哉というペインターの視点を共に編み上げた集

⼤成を形成しつつあります。「Sediment / 沈殿」と題された本展の取り組みに沿って、同時販売される作家の Zine「野

草を摘む#4」では、テムズ川におけるマッドラーキングを通じて、環境およびそれを取り巻く諸条件へと投げかけら

れた彼の繊細な眼差しとその思考の過程をより深く共有していただけることでしょう。⾦沢 21世紀美術館「積層する

時間：この世界を描くこと」に展⽰中の作品群とあわせて、その近年の試みと成果をぜひご⾼覧ください。 

  


